
 

  

令和5年7月発行 ご縁をいただいたお客様にお届けする ふれあい通心      
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 7月のリフォーム大バザールは、見逃せない目玉商品は

もちろんお買い得パック商品も多数ご案内しています。 

 また、夏祭り気分が味わえる楽しいイベント盛りだくさ

ん用意していますので、ぜひ、ご家族皆様でお

立ち寄り下さい♪   
        2023年7月22日(土)・23日(日) 

         <午前10時～午後5時まで> 

        皆さまのご来場をお待ちしております  
    LINEでのご予約も承っております→ ◎LINE ID：ogawahome_as 

     

  ふれあい通心 『ちぇんじぃ』   発行者：オガワホームの新築・リフォーム館 

  住 所 〒334-0054 埼玉県川口市安行北谷545-1  電話048-290-6464   Fax  048-290-6465   

  ■メールはこちら  ⇒  ｒeformcan@ogawahome.co.jp  ■ホームページはこちら ⇒ httpｓ://ogawahome-as.com             

リフォーム大バザールのお知らせ 

☆適切な水分補給が熱中症を防ぐ☆ 

 梅雨が明け、本格的な暑さが始まる頃は、熱中症が
起りやすい時期です。熱中症予防には体調を整えて

おくことが大切です。そして最も気をつけたいのが

「水分補給」です。喉が渇いてからではなく、“喉の渇

きを感じる前”に水分を取ることを心掛けましょう。

水分は、一気にたくさん飲むのではなく、こまめに補

給するのがポイントです。また、コーヒーな

どのカフェイン入りの飲み物やアルコール

は、利尿作用がある為、水分補給にはなりま

せんのでご注意を!普段の水分補給には水、

麦茶など塩分・糖分・カフェインが入ってい

ないものを選ぶとよいでしょう。 
 

 こんにちは！ 

近年警報級の大雨や台風、地震が

時々あるので、建築に携わる一人

としてはその都度心配になりま

す。私の実家は百年を超えてから

は年数を数えていないと聞いてい

ますので特に感じます。メンテナンスとして、リ

フォームをたびたび行っているので百年前の部分は

表面上あまり見られませんが、現在も昔の太い梁等

が見える建物です。ガラッと変えるフルリフォーム

も良いですが、思い出を残したフルリフォームも素

敵ですよね？！ 
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なかむら 
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      みなさんこんにちは！ 

暑い日が増えて本格的な夏になりま

したね。今年もかなり暑くなりそう

なのでお体気を付けてくださいね！ 

少し前の話になってしまいますが、

５月に星野リゾートのリゾナーレ熱

海へ旅行してきました☆娘はずっとソラノビーチと

いう砂浜カフェが相当楽しかったようで、ずっと遊

んでいました(^^)部屋にも娘用のおも

ちゃを置いて頂いて、親もゆっくり楽

しく過ごせました☆そして娘が今月２

歳になりました！沢山お話しができる

ようになって子どもらしくなり、日々

成長して楽しみが沢山です☆ 

まつうら 

こんにちは！中條です！ついに入梅しました

ね。湿気で髪がうねる私にとっては憂鬱な季

節です。髪といえば、下の子が2歳前にして

初めて髪を切りました。ずっと切りたいなー

と思ってはいたのですが、赤ちゃん特有のふ

わふわの髪の毛がかわいくて…。でも暑そう

だったのでついに美容室に！頭がさっぱりし

たら赤ちゃんから少年に進化しました！7月

に2歳になるのですが、いやいや期もなく、なんて素直な子！と

思っていたら、最近「やだ！」を連発し始めました…。なかなか

着替えさせてもらえなかったりで大変です。電車

や車が大好きで、朝保育園に向かうまでにすれ違

うすべての車に反応しています(笑)踏切はもちろ

ん、信号機の事も「かんかん」と呼んだり「かっ

くいー！」「ばちゅ(バス)」「ちーちーた(救急

車)」「ぱかとー(パトカー)」としゃべり続け、

それに私が受け答えしないと「ねえねえ！」と返

事を強制してくるので、毎日朝は大忙しです(笑) 

  皆さんこんにちは！山口です。 

先月の台風の影響による大雨では、床

下・床上浸水や雨漏りの被害の連絡が多

くありました。床下や床上浸水は基本的

に建物の設計高さを高くするしか個人で

の対策は出来ませんので、新築時は計画

出来てもリフォームでは困難になります。それに対して雨漏り

は建物の劣化や納まり状の問題が多く、劣化している個所を

特定し、修理をしたり、水の流れを把握し改善する事が出来れ

ば、その後の雨漏りを防止できます。雨漏りでお困りの方がい

らっしゃたらご相談いただけたらと思います。又、このような

被害では火災保険が適用になる場合があります。近年の台風

や豪雨災害の多発により昨年（22年）に引続き、来年（24年）

にも保険料の値上げが噂されていますので、契約期間や内容

を代理店に、ご確認・ご相談してはいかがでしょうか。 

なかじょう 

やまぐち 



太
陽
が
顔
を
出
す
時
間
の
少
な
い
梅

雨
時
は
う
つ
病
注
意
報
と
い
う
わ
け

で
す
。 

 

■ 

脳
を
安
定
さ
せ
る
に
は 

 

気
分
が
沈
ん
で
気
持
ち
が
晴
れ
な

い
「
抑
う
つ
」
に
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
ほ

か
、
興
奮
物
質
の
ド
ー
パ
ミ
ン
と
ノ

ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
も
深
く
関
係
し
て

い
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
・
ド
ー
パ
ミ

ン
・
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
、
キ
レ
た
り
落
ち
込

ん
だ
り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
今
の

時
代
、「
キ
レ
る
」
の
は
子
ど
も
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暴
走
す
る
大
人

た
ち
が
増
え
た
の
は
脳
内
物
質
に
も

関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

脳
の
安
定
を
保
つ
に
は
こ
の
三
つ

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
す
。
近
年
、
三

つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
食

事
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

■ 

う
つ
病
と
梅
雨
の
関
係 

 

「
い
の
ち
の
電
話
」
の
相
談
回
数

は
年
末
に
集
中
す
る
そ
う
で
す
が
、

う
つ
病
へ
の
関
心
は
梅
雨
時
に
高

ま
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
、
天
候
不

順
に
よ
る
日
照
不
足
が
軽
い
う
つ

病
の
原
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

う
つ
病
が
発
症
す
る
ケ
ー
ス
の

ひ
と
つ
は
、
脳
内
の
神
経
伝
達
物
質

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
不
足
。
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
暗
く
な
る
と
活
動
を
停
止
し
、
代

わ
り
に
メ
ラ
ト
ニ
ン
が
活
動
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分

泌
が
多
く
な
り
過
ぎ
て
も
う
つ
病

を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
雨
時
に
、
軽
い
う
つ
症
状
や
自
律
神
経
失
調
症

に
悩
ま
さ
れ
る
人
は
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
抑

う
つ
は
脳
の
働
き
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
脳
の
安

定
を
保
つ
に
は
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
だ
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
注
目
し

た
い
の
が
「
ブ
レ
イ
ン
フ
ー
ズ
」
で
す
。 

 

■ 

「ブ
レ
イ
ン
フ
ー
ズ
」 

と
は 

 

「
ブ
レ
イ
ン
フ
ー
ズ
」
と
呼
ば
れ

る
食
材
は
、
脳
内
物
質
の
分
泌
を

促
す
成
分
を
多
く
含
ん
で
い
ま

す
。
味
噌
・
豆
腐
・
納
豆
な
ど
の
大

豆
製
品
に
含
ま
れ
る
レ
シ
チ
ン
や

チ
ロ
シ
ン
は
脳
を
活
性
化
さ
せ
、

や
る
気
や
集
中
力
を
高
め
ま
す
。

発
芽
玄
米
に
は
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
働

き
に
関
係
す
る
ギ
ャ
バ
の
含
有
量

が
多
く
、
魚
の
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ

キ
サ
エ
ン
酸
）
も
有
名
な
ブ
レ
イ

ン
フ
ー
ズ
。
タ
ケ
ノ
コ
に
も
、
ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
材
料
に
な
る
チ

ロ
シ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

食
事
で
全
て
が
解
決
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
う
つ
症
状

を
軽
く
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
は

な
り
そ
う
で
す
。
梅
雨
時
の
う
つ

症
状
に
よ
る
不
快
感
の
緩
和
に
も

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。 



Ａ 

変
身
願
望
は
10
％
で
、
自
分
を
客
観
的

に
見
て
い
る
あ
な
た
。
変
身
し
た
い
と
思
っ

て
お
ら
ず
、
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
対
し
て

消
極
的
で
す
。
勇
気
を
出
し
て
少
し
で
も
変

え
て
み
る
と
、
世
界
が
広
が
る
は
ず
で
す
。 

Ｂ 

変
身
願
望
は
75
％
。
ド
ラ
マ
の
主
人
公

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
で
、
イ
メ
ー

ジ
チ
ェ
ン
ジ
に
対
し
て
積
極
的
。
し
か
し
一

方
で
、
そ
ん
な
あ
な
た
を
面
倒
と
感
じ
て
い

る
人
が
ま
わ
り
に
い
ま
す
。
今
、
自
分
が
持
っ

て
い
る
魅
力
に
も
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

Ｃ 

変
身
願
望
は
90
％
と
か
な
り
高
め
。
ま

わ
り
か
ら
の
反
応
に
合
わ
せ
て
、
ガ
ラ
リ
と

変
身
す
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
人
で
す
。
柔
軟

に
対
応
で
き
る
の
は
魅
力
で
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
し
た
こ
と
を
ま
わ

り
に
気
づ
い
て
も
ら
え
な
く
て
も
、
気
分
を

害
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。 

Ｄ 

変
身
願
望
は
45
％
。
お
と
な
し
い
性
格

の
人
で
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん
。
変
身
し
た

い
と
思
っ
て
は
い
て
も
、
な
か
な
か
行
動
に

移
せ
な
い
タ
イ
プ
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
変
身
願

望
を
形
に
し
て
み
る
と
、
輝
け
る
人
で
す
。 

 

新
築
住
宅
で
は
収
納
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
の

解
決
策
と
し
て
、
屋
根
裏
を
有

効
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
で

も
屋
根
裏
収
納
を
希
望
す
る

人
が
い
ま
す
が
、
新
築
住
宅
ほ

ど
簡
単
で
は
な
い
こ
と
を
理

解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

屋
根
裏
を
収
納
に
す
る
場

合
、
天
井
の
高
さ
が
１
・
４
ｍ

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
な
ど
、

法
律
に
よ
る
制
約
が
あ
り
ま

す
（
詳
細
は
業

者
に
確
認
の
こ

と
）。 

 

ま
た
、
条
件

を

満

た

し

て

も
、
屋
根
の
構

造
に
よ
っ
て
は

難
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
木

造
住
宅
で
は
梁
な
ど
の
構
造

材
が
あ
る
の
で
厳
し
い
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
る
の
で
す
。
こ
の

場
合
、
屋
根
裏
か
ら
上
を
す
べ

て
と
り
替
え
る
方
法
も
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
構
造
上
の
検

討
と
、
床
面
積
が
増
え
る
こ
と

で
の
建
築
基
準
法
上
の
検
討

が
必
要
で
す
。 

 

ま
ず
は
近
く
の
業
者
に
相

談
し
、
家
の
構
造
を
確
認
し
て

も
ら
う
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。 

リ
フ
ォ
ー
ム
で
も
屋
根
裏
収
納
を
作
れ
ま
す
か
？ 

そ
の
場
合
の
注
意
点
と
は
？ 

近々、買いたいと思っているものは何ですか？  

次の４つから、ひとつ選んでください。 

 

A パソコン         

C 家具                      

 

B 靴 

D 財布              



 職場に新人が入ってくると、ビジネスマナーを教え

ていかねばなりません。もっとも良い教材は、先輩で

ある自分自身。新人にどのようなポイントでビジネス

マナーを教えるかをチェックし、それと同時に自分自

身の仕事での立ち居振る舞いも見直してみましょ

う！ 

【なぜビジネスマナーが必要なのか？】 

 私たちは、接客やマナーの悪い店で好んで買い物を

しようとは思いませんよね。つまり、マナーの善し悪

しがビジネスに影響するのです。その善し悪しを判断

するのは常に相手。お客さまだったり、関係者だった

り、自分基準の判断ではありません。自分の言動が相

手の期待に沿ったものをかを常に考える必要がある

のです。 

【言葉遣い】 

 対面か、電話や文書であるかを問わず、ビジネスは

言葉を介して行われますから、言葉遣いはマナーの土

台です。来客に対応する際の接遇表現やビジネス慣用

句に早くなじまなくてはなりません。例えば「ごめん

なさい」は「申し訳ございません」、「わからないんで

す」は「わかりかねます」というように、自分本位で

はない言い回しを身につけてもらいましょう。 

【電話応対】 

 言葉遣いは大前提ですが、特に指導したいのは「メ

モを取りながら応対する」「復唱して確認する」の 2

点です。会話の冒頭でお客さまが名乗ったのであれ

ば、そこで復唱して相手の名前と会社名を確認する。

正確な伝言メモで、業務に支障を来さないようにする

など、この 2点を押さえる意義もしっかり伝えてくだ

さい。 

【名刺交換】 

 名刺交換は、両手での受け渡しが基本です。また、

目下の立場から先に差し出すので、新人であれば相手

が誰であろうと先に出すことを心がけたいもの。受け

取る時は、復唱して相手の名前を確認したほうが良い

でしょう。 

【文書・メール】 

 ビジネスの場でふさわしい言葉遣いが求められる

点は、対面や電話と同じです。その上で「読みやすく、

誤解を与えない文章」を書くことを指導しましょう。

必要なことは漏れなく書く、不要なことは書かないこ

とが大切。よかれと思ってよけいな情報を盛り込んで

しまうことがしばしばありますが、かえってわかりに

くく、誤解を与えることになりかねません。慣れない

うちは、簡潔に明確に書くことを指導しましょう。 

「指導と同時に、自分自身の振る舞いも見直そう！」 


